六月 三十日、 S —— 村 尋常 高等 小学校 の 職員室 で は 、 

いつも もの 

今し も 壁の 掛 時計が 平常の 如く 極めて 活気の ない 懶ぅ 

げな 悲鳴 を あげて、 II 恐らく 此 時計まで が 学校 教師 

の 単調なる 生活に 感化され たので あらう、 —— 午後の 

第三 時 を 報じた。 大方 今は既 四時 近いので あらう か。 

とい ふの は、 田舎の 小学校に はよ く 有 勝な 奴で、 自分 

が此 学校に 勤める 様になって 既に 三 ヶ月に もなる が、 

未だ 嘗て 此 時計が K 停車場の 大 時計と 正確に 合って 居 

ためし 

た 例がない、 とい ふ 事で ある。 少なくとも 三十 分、 或 



ふの は、 自分が 抑々 生れて 初めて 教鞭 をと つて、 此校 

ば つ せき けが 

の 職員室に 末席 を瀆す やうに なっての 一 週間 目、 生徒 

むし 

の 希望 を容れ て、 とい ふより は 寧ろ 自分の 方が 生徒 以 

上に 希望して 開いた ので、 初等の 英語と 外国 歴史の 大 

体と を 一 時間 宛と は 表面 だけの 事、 実際 は、 自分の 有 

つて 居る 一 切の 智識、 (智識と いっても 無論 貧 少な も 

ので あるが、 自分 は、 然し、 自ら 日本一 の 代用教員 を 

以て 任じて 居る。) 一切の 不平、 一切の 経験、 一切の 思 

想、 —— つまり 一切の 精神が、 この 二 時間のう ちに、 

くわせん ほとば 

機 を 視ひ時 を 待って、 吾が 舌端より 火箭と なって 迸 

しる。 的な きに 箭を 放つ ので はない。 男と いはず 女と 



いはず、 既に 十三、 十四、 十五、 十六、 とい ふ 年齢の 

五十 幾人の うら 若い 胸、 それが 乃ち 火 を 待つ 許りに 紅 

ひざら 

血の 油 を 盛った 青春の 火盞 ではない か。 火箭が 飛ぶ、 

火が 油に 移る、 嗚呼 その ハツ/ \ と 燃え 初む る 人生の 

のろし 

烽火の 煙の 香 ひ！ 英語が 話せれば 世界中 何処へ でも 

行く に 不便 はない。 た y この 平凡な 一句で も 自分に は 

ゆみづる ギリシャ 

百万の 火箭 を 放つべき 堅固な 弦 だ。 昔希臘 とい ふ 国 

があった。 基督が 磔刑に された。 人 は 生れた 時 何物 を 

ロウ マ 

も 持って 居ない が 精神 だけ は 持って 居る。 羅馬は 一都 

府の 名で、 また 昔 は 世界の 名であった。 ル— ソ— は 

欧羅巴 中に 響く 喇叭 を 吹いた。 コル シカ島 はナポ レオ 



の 神の 石像の 様に 突立つ 者、 さながら 之れ 一 幅 生命 反 

乱の 活画 図が 現 はれる。 涙 は 水で はない、 心の 幹 をし 

ぼった 樹^で ある、 油で ある。 火が 愈々 燃え 拡がる 許 

り だ。 『千 九 百 〇 六 年 …… 此年 〇 月 〇 日、 S —— 村尋 

常 高等 小学校 内の 一 教場に 暴動 起る』 と 後世の 世界史 

が、 よしや 記さぬ まで も、 この 一 場の 恐るべき 光景 は、 

自分 並びに 五十 幾人の ジ ヤコ ビン 党の 胸板に は、 恐ら 

く 「時」 の 破壊の 激浪 も 消し 難き 永久 不磨の 金字で 描 

かれる であらう。 疑 ひもな く此ニ 時間 は、 自分が 一 日 

二十 四時 間 千 四百 四十 分の 内 最も 得意な、 愉快な、 幸 

福な 時間で、 大方 自分が 日々 この 学校の 門 を 出入す る 



意義 も、 全く この 課外 教授が ある 為め であるら しい。 

然し 乍ら 此日 六月 三十日、 完全なる 『教育』 の 模型と 

して、 既に 十 幾年の 間 身 を 教育勅語の 御前に 捧げ、 口 

に 忠信 孝悌の 語 を 繰 返す 事 正に 一 千万 遍、 其 思想 ゃ穏 

健に して 中正、 其 風采 や 質樸 無難 にして 具 さに 平凡の 

極致に 達し、 平和 を 愛し 温順 を 尚ぶ の 美徳 余って、 妻 

君の 尻の 下に 布 かる ゝを も敢て 恥辱と せざる 程の 忍耐 

力 あり、 現に 今 この S —— 村に 於て は、 毎月 十八 円と 

いふ 村 内 最高 額の 俸給 を 受け 給 ふ —— 田 島 校長 閣下の 

一言に よって、 自分 は 不本意 乍ら 其 授業 を 休み、 間接 

に は 馬 鈴薯に 目鼻よ ろしく とい ふ マダム 田 島の 御機嫌 



下の 一言に よって、 極楽へ 行く 途中から、 正確なる ベ 

き 時間 迄が 娑婆の 時計と 一 時間 も 相違の ある 此の 〔# 

おと 

「此の」 は 底本で は 「比の 匕 蒸し 熱き 地獄に 堕された の 

である。 算盤の 珠 のパチ く/ \ と いふ 音、 これが 

乃ち 取りも直さず、 中 世紀末の 大 冒険家、 地獄 煉獄 天 

また 

国の 三界 を 跨に かけた ダンテ • ァリギ エリで さへ、 聞 

さす か 

いて は 流石に 胆を 冷やした 『パ ぺ、 サタン、 パぺ、 サ 

タン、 ァ レッペ』 とい ふ 奈落の底の 声で はない か。 自 

しみつ たれ ぢぢぃ 

分 は 実際、 この 計算と 来る と、 吝嗇な 金 持の 爺が 己 

の 財産 を 勘定して 見る 時の 様に、 ニコ/ \ もので は 兎 

て も 行れない ので ある。 極楽から 地獄！ この 永劫の 



る 人々 の 顔 立に は、 つい ぞ 見当らぬ 道具で ある。 宜な 

る 哉、 この 男、 どうせ 将来 好い 目に 逢 ふ 気づか ひが 無 

いの だもの。 …… 数へ 来れば 幾 等 も あるが、 結句、 田 

島 校長 = o 〔# 「田 島 校長 =0」 は 横書き U とい ふ 結 

論に 帰着した。 詰り、 一 毫の 微と雖 ども 自分の 気に 合 

ふ 点がなかった ので ある。 

てんま つ 

この 不法なる ク— デタ ー の顚 末が、 自分の 口から、 

生徒 控処の 一 隅で、 残りな く 我が ジ ヤコ ビン 党 全員の 

耳に 達せられた 時、 一団の 暗雲あって 忽ちに 五十 幾 個 

の 若々 しき 天真の 顔 を 覆 ふた。 楽園の 光明 門 を 閉ざす 

鉛色の 雲霧で ある。 明らかに 彼等 は、 自分と 同じ 不快、 



不平 を 一 喫した ので ある。 無論 自分 は、 かの 妻 君の 頭 

痛 一件まで 持ち出し たので はない、 が、 自分の 言葉の 

終る や 否や、 或 者 は ドンと 一 つ 床 を 蹴って 一 喝 した、 

『校長 馬鹿 ッ。』 更に 他の 声が 続いた、 『鰻 ッ。』 『蒲 焼に 

する ぞ ッ。』 最後に 『チェ ー スト』 と 極めて 陳腐な 奇声 

ヽ. "ちけ、. - 

を 放って 相 和した 奴 もあった。 自分 は ー眙の 微笑 を 彼 

等に 注ぎ かけて、 静かに 歩み を 地獄の 門に 向けた。 鱸 

て 十五 六 歩 も 歩んだ 時、 急に 後の 騒ぎが 止んだ、 と 思 

ふと、 『ワン、 ッ—、 スリ ー、 泥 鰻 —— 』 と、 校舎 も 為 

とさ 

めに 動く 許りの 鬨の声、 中には 絹 裂く 様な 鋭 どい 女生 

徒の 声 も 確かに 交って 居る。 余りの 事に 振 向いて 見た、 



が、 此時は 既に 此等 革命の 健児の 半数 以上 は 生徒 昇降 

おもて 

口から 嵐に 狂 ふ 木の葉の 如く 戸外へ 飛び出した 所で あ 

つた。 恐らく 今日 も 門前に 遊んで 居る 校長の 子供の 小 

さい 頭に は、 時なら ぬ 拳の 雨の 降った 事で あらう。 然 

し 控処に は 未だ 空しく 帰り かねて 残った 者が ある。 機 

会 を 見 計って 自分に 何 か 特にお 話 を 請求し ようとい ふ 

て あ ひ 

執心の 輩、 髪 長き 児 も 二人 三人 見える、 —— 総て 十 一 

二人。 小 使の 次男な のと、 女 教師の 下宿して 居る 家の 

児と、 (共に 其 縁故に よって、 校長 閣下から 多少 大目に 

見られて 居る) この 二人 は 自分の 跡から 尾いて 来た ま 

さ つき 

ま、 先刻から この 地獄の 入口に 門番の 如く 立って、 中 



に 至って、 足音に 驚いて 卒 かに 啼き 止む 小 田の 蛙の 歌 

の 如く、 磘と 許り 止んだ。 と 同時に、 (老いた る 尊と き 

導師 は 震な く ダンテの 手 を ひいて、 更に 他の 修羅 圏内 

に 進んだ ので あらう。) 新ら しき 一 陣の 殺気 颯と 面 を 

打って、 別箇の 光景 を この 室内に 描き出し たので ある。 

詳しく 説明 すれば、 実に 詰らぬ 話で あるが、 問題 は 

はずみ 

斯うで ある。 二三 日 以前、 自分 は 不図した 転機から 思 

付いて、 この S —— 村 小学校の 生徒 をして 日常 朗唱せ 

しむべき、 云 は y 校歌と いった 様な 性質の 一 歌詞 を 作 

り、 そして 作曲した。 作曲して 見た のが 此時、 自分が 

呱々 の 声 を あげて 以来 二十 一年、 実際 初めて ^ あるに 



人、 偽善者、 乃至 一 切 破廉恥 漢の 行為と 同 一 視 さるべ 

きで はない。 マサカ 代用教員 如きに 作曲な ど をす る資 

格がない とい ふ 規定 もない 害 だ。 して 見る と、 自分 は 

あ ひか はらず 

相 不変 正々 堂々 たる ものである、 俯仰して 天地に 恥づ 

る処 なき 大丈夫で ある。 所が、 豈 何ん ぞ 図らん や、 こ 

の 堂々 として 赤裸々 たる 処が 却って 敵 をして 矢 を 放た 

ゆ ゑん お ほげ さ 

しむる 的と なった 所以で あつたの だ。 ト 何も 大袈裟に 

云 ふ 必要 もない が、 其 歌 を 自分の 教 へて やった 生徒 は 

其 夜 僅か 三人 (名前 も 明らかに 記憶して 居る) に 過ぎ 

なかった が、 何んでも ジ ヤコ ビン 党員の 胸に は 皆 同じ 

色 —— 若き 生命の 浅緑と 湧き 立 つ 春の 泉の 血の 色との 



火が 燃えて 居て、 唇が 皆 一様に 乾いて 居る 為め に 野火 

の 移りの 早かった もの か、 一日 二日と 見る/ \ うちに 

伝唱され て、 今日は 早 や、 多少 調子の 違った 処 のない 

でもない が、 高等科 生徒の 殆んど 三分の 二、 ィャ 五分 

の 四 迄 は 確かに 知って 居る。 昼休みの 際な ど は、 誰 先 

立つ となく 運動場に 一 蛇の ポロ テ— ジ 行進が 始 つて 居 

た。 彼是 百 人 近く はあった らう、 尤も 野次馬の 一 群 も 

立 交って 居た が、 口々 に 歌って 居る のが 乃ち 斯く 申す 

あらた かう すけ 

新田 耕 助 先生 新作の 校友 歌であった ので ある。 然し 何 

も 自分の 作った ものが 大勢に 歌 はれた からと 云って、 

決して 恥で もない、 罪で もない、 寧ろ 愉快な もの だ、 



得意な もの だ。 現に 其 行進 を 見た 時 は、 自分 も 何だか 

くすぐ 

気が 浮 立 つ て、 身体 中 何処か 斯う 櫟 られる 様で、 僅か 

五分 間 許りで は あるが、 自分 も 其 行進 列 中の 一 人と 迄 

なって 見た 位で ある。 …… 問題の 鍵 は 以後で ある。 

ぜん 

午後 三時 前 三 I 四 分、 今迄 矢張り 不器用な 指 を 算盤 

の 上に 躍らせて、 『パ ぺ、 サタン、 パぺ、 サタン』 を 繰 

返して 居た 校長 田 島 金蔵 氏 は、 今し も 出席簿の 方の 計 

もた 

算を終 つたと 見え て、 や をら 頭 を 擡げ て 煙管 を 手に 持 

つた。 ボンと 卓子の 縁を敲 く、 トタンに、 何とも 名状 

わら ぢ 

し 難い、 狸の 難産の 様な、 水道の栓から 草鞋で も 飛び 

出し さうな、 も 少し 適切に 云 ふと、 隣家の 豚が 夏の 真 



中に 感冒 を ひいた 様な 奇響 —— 敢て、 響と いふ、 —— 

が、 恐らく 仔細に 分析して 見たら 出損なった 咳の 一種 

で、 も あらう か、 彼の 巨大なる 喉仏の 辺から 鳴った。 

次いで 復 幽かな のが 一 つ。 もうこれ 丈け かと 思 ひ 乍ら 

自分 は此時 算盤の 上に 現 はれた 八 四 • 七 九と いふ 数 を 

月 表の 出席 歩合 男の 部へ 記入し ようと、 筆の 穂 を 一 寸 

と嚙ん だ。 此 剎那、 沈痛なる 事 昼寝の 夢の 中で 去年 死 

ん だ 黒猫 の 幽霊 の 出た 様な 声あって、 

『新田さん。』 

と 呼んだ。 校長 閣下の 御 声掛リ である。 

自分 は ヒョィ と 顔 を 上げた。 と 同時に、 他の 二人 I 



I 首座と 女 教師 も 顔 を 上げた。 此 一瞬から である、 『パ 

ぺ、 サタン、 パぺ、 サタン、 ァ レッペ』 の 声の 磘と許 

り 聞えず なった の は。 女 教師 は 黙って 校長の 顔 を 見て 

居る。 首席 訓導 は グイと 身体 をもぢ つて、 煙草 を 吸 ふ 

準備 をす る。 何 か 心に 待 構へ て 居る らしい。 然リ、 こ 

の 僅か 三 秒の 沈黙の 後に は、 近頃 珍ら し い 嵐が 吹き出 

したの だもの。 

『新田さん。』 と 校長 は 再び 自分 を 呼んだ。 余程 厳格 

な 態度 を 装 ふて 居る らしい。 然しお 気の毒な 事に は、 

平凡と 醜悪と を 「教育者」 とい ふ 型に 入れて 錡 出した 

此 人相に は、 最早 他の 何等の 表情 をも容 るべき 空虚が 



ない ので ある。 誠に 完全な 「無意義」 である。 若し 強 

ひ て 厳格な 態度で も 装 はう とする や 最後、 其 結果 は 唯 

れんびん 

対 手 をして 一 種の 滑稽と 軽量な 憐愍の 情と を 起させる 

丈 だ。 然し 当人 は 無論 一 切 御存じな し、 破鐘の 欠伸す 

る 様な 訥弁 は 一 歩 を 進めた。 

『貴君に 少しお 聞き 申したい 事が あります がナ。 ェ— 

ト、 生命の 森の …… 。 何でした つけ ナ、 初の 句 は？ 

(と 首座 訓導 を 見る、 首座 は 甚だ 迷惑と いふ 風で 黙つ 

て 下 を 見た。) ゥン、 左様々々、 春 まだ 浅く 月 若き、 生 

命の 森の 夜の 香に、 あく がれ 出で て、 …… とかい ふァ 

あらた ひそ 

ノ 唱歌です て。 ァレ は、 新田さん、 貴君が 秘かに 作つ 



に恥づ るな き 我が 歌に 就いて、 今 自分に 持ち出 さんと 

して 居る 抗議 は、 蓋し これ 泥 鰻 金蔵 閣下 一人の 頭脳 か 

ら 割出した もので はない。 完 たく 古山と 合議の 結果 だ。 

或は 古山の 方が 当の 発頭人で あるか も 知れない。 ィャ 

然ぅ あるべき だ、 この 校長 一人 丈け では、 如何して 

這麼 元気の 出る 害が 無い の だもの。 一 体 この 古山と い 

ふの は、 此村 土着の 者で あるから、 既に 十 年の 余も斯 

うして 此 学校に 居る 事が 出来た の だ。 四十の 坂 を 越し 

て 矢 張 五 年 前と 同じく 十三 円で 満足して 居る ので も、 

意気地のない 奴 だとい ふ 事が 解る。 夫婦喧嘩で 有名な 

男で、 (此点 は 校長に 比して 稍々 温順の 美徳 を 欠いて 



居る。) 話題と 云つ ぱ、 何日で も 酒と、 若い 時の 経験談 

とやら の 女 話、 それに モー つ は 釣 道楽、 と 之れ だけで 

ある。 最も この 釣 道楽 だけ は、 この 村で 屈指な もので、 

既に 名人の 域に 入って 居る と 自身 も 信じ 人 も 許して 居 

る。 随 つて 主義 も 主張 もない、 (昔から 釣の 名人に な 

る 様な 男 は 主義 も 主張 も 持 つてない と 相場が 極 つて 居 

る。) 随 つて 当年 二十 一 歳の 自分と 話が 合 はない。 自 

分から 云 はせ ると、 校長と 謂ひ此 男と 謂 ひ、 栄養不足 

で 天然に 立枯 になった 朴の木の 様な もので、 松なら 枯 

れても 枝 振と いふ 事 も あるが、 何の 風情 もない。 彼等 

と 自分と は、 毎日 吸 ふ 煙草まで が 違って 居る。 彼等の 



『此 学校に 校歌と いふ ものが あるので すか。』 

『今迄 さう いふ もの は有リ ませんで 御座ん した。』 

『ム マで は？』 

今度 は 校長が 答へ た。 『現に さう 云 ふ 貴君が 作った 

ではない か。』 

『問題 は 其処です て。 物に は 順序 …… 』 

皆まで 云 はさず 自分 は 手 を あげて 古山 を 制した。 

『問題 も 何も 無 いぢ やないで すか。 既に 私の 作った ァ 

レを、 貴君 方が 校歌 だと 云って るぢゃ ありませ ぬか。 

私 はこの S —— 村 尋常 高等 小学校の 校歌 を 作った 覚え 

はあり ませぬ。 私 はた V、 この 学校の 生徒が 日夕 吟誦 



ふくま けし やう 

に 乳房 啣せ 乍ら、 静々 と 立 現れた 化生の 者が ある。 

マダム 馬 鈴 薯の御 入来 だ。 袷に は 黒く 汗 光りの する 襦 

子の 半襟が か、 つて ある。 如何 考 へても、 決して 余り 

有難くない 御風 体で ある。 針の 様に 鋭 どく 釣 上った 眼 

尻から、 チヨと 自分 を 睨んで、 校長の 直ぐ 傍に 突立つ 

た。 若しも、 地獄の 底の 底で、 白髪 茨 の 如き 痩せさら 

さま 

ぼひた る 斃死の 状の 人が、 吾 児の 骨 を 諸手に 握って、 

キリく/ \ と 嚙む音 を、 現実の 世界で 目に 見る 或 形 

にしたら、 恐らく それ は此 女の 自分 を 一 睨した 時の 目 

付 それで あらう。 此目 付で 朝な 夕な 胸を剌 される 校長 

閣下の 心事 も 亦、 考 へれば 諒 とすべき 点の ないでも な 



レ 

生ける 女神 —— 貧乏の 9 —— は、 石像の 如く 無言で 

突立った。 やがて 電光の 如き 変化が 此 室内に 起った。 

校長 は、 今迄 忘れて 居た 厳格の 態度 を、 再び 装 はんと 

する ものの 如く、 其 顔面 筋肉の 二三 ケ 所に、 或る 運動 

を 与へ た。 援軍の 到来と 共に、 勇気 を 回復した のか、 

恐怖 を 感じた のか、 それ は 解らぬ が、 兎に角 或る 激し 

き 衝動 を 心に 受けた ので あらう。 古山 も 面 を 上げた。 

然し、 もう ダメ である。 攻勢 守勢 既に 其 地 を 代へ た 後 

であるの だもの。 自分 は 敵勢の 加 はれる に 却って 一 層 

勝 誇った 様な 感じが した。 女 教師 は、 女神 を 一目 見る 



ら ない 為め に、 他日 誤って 何処かの 校長に でもな つた 

時、 失策す る 様な 事が あっても 大変です から、 今教へ 

て 頂く 訳に 行き ませぬ でせ うか。』 

校長 は 苦り切って 答へ た。 『順序と いっても 別に 面 

倒な 事 はない。 第一 に (と 力を入れて) 校長が 認定し 

て、 可い と 思へば、 郡 視学さん の 方へ 届ける ので、 そ 

れで、 ゥム、 その 唱歌が 学校 生徒に 歌 はせ て 差 支が な 

い、 とい ふ 認可が 下りる と、 初めて 校歌になる のです。』 

『ハ ヽァ、 それで 何ですな、 私の 作った の は、 其 正当 

の 順序と かいふ 手数に かけなかった ので、 詰り、 早 解 

りの 所が、 落第なん ですな。 結構です。 作者の 身に 取 



んだ 事が あります が、 其 時のと 今のと 比較して 見る に、 

ま，， .P たう 

ィャ 実にお 話に ならぬ、 冷汗です。 で、 その、 正 真の 

教育者と いふ もの は、 其 完全無欠な 規定の 細目 を 守つ 

いちがう てい 

て、 一 毫 乱れざる 底に 授業 を 進めて 行かなければ なら 

ない、 若し さもなければ、 小に して は其教 へる 生徒の 

父兄、 また 高い 月給 を 支払って くれる 村役場に も 甚だ 

済まない 訳、 大 にして は 我々 が 大日 本の 教育 を 乱す と 

いふ 罪に も 坐す る 次第で、 完 たく 此処の 所が、 我々 教 

育 者に とって 最も 大切な 点で あらう と、 私な ど は 既に 

十 年の 余 も、 —— 此処へ 来てから は、 まだ 四 年と 三ケ 

月に しか 成らぬ が、 —— 努力 精励して 居る のです。 尤 



も、 細目に 無い もの は 一切 教 へて はならぬ とい ふので 

さっき しき 

はない。 そこ は その、 先刻から 古山さん も 頻りに 主張 

して 居られる 通り、 物に は 順序が ある。 順序 を 踏んで 

認可 を 得た 上 なれば、 無論 教 へても 差 支がない。 若し 

さう でな くば、 只今 諄々 と 申した 様な 仕儀に なり、 且 

つ 私 も 校長 を 拝命して 居る 以上 は、 私に 迄 責任が 及ん 

で 来る かも 知れない のです。 それで は、 如何 もお 互に 

迷惑 だ。 のみならず 吾 校の 面目 を も 傷け る 様になる。』 

レ. P あし、 1 あ 

『大変な 事に な るんで すね。』 と 自分 は 極めて 洒 々 

たる ものである。 尤も 此ぉ 説法 中 は、 時々 失笑 を 禁じ 

すくなからず 

えなんだ ので、 それ を嚙み 殺す に不 些少 骨 を 折 つ たが。 



思想で も 入れて あると か、 又は 生徒の 口にすべ から ざ 

る 語で もあるなら 格別です が、 …… 。 ィャ 余程 心配 

しました が、 これで 青天白日 漸々 無罪に 成りました。』 

全勝の 花冠 は 我が 頭上に 在焉。 敵 は見ン 事鉄嶺 以北 

やだま 

に 退却した。 剣 折れ、 馬 斃れ、 矢 弾が 尽きて、 戦の 続 

けられる 道理 は 昔から な い の だ。 

『私 も 昨日、 あれ を 書いた のを栄 さん (生徒の 名) か 

ら 借りて 写したん です よ。 私なん ぞは 何も 解りません 

けど も、 大層もう 結構な お 作 だと 思 ひまして、 実は 明 

日 唱歌の 時間に は あれ を教 へやう と 思って たんでした 

よ。』 



ある。 多分 二階に 人 を 避けて、 今日 課外 を 休まされた 

復謦 の 秘密会議 でも 開いた ので あらう。 あの 元気で 見 

また これまで 

ると、 既に 成算 胸に あるら しい。 願く は復 以前の 様に、 

深夜 宿直室へ 礫の 雨 を 注ぐ 様な 乱暴 はして くれねば よ 

レ 力 

一 隊の 健児 は、 春の 暁の 鐘の 様な 冴えぐ した 声 を 

張り上げて 歌 ひつ、 V け 乍ら、 勇ましい 歩調で、 先づ広 

い 控処の 中央に 大きい 円 を 描いた。 と 見る と、 今度 は 

わ が 

我が 職員室 を 目掛けて 堂々 と 練 つ て 来る ので ある。 

つ るぎ め て 

「自主」 の 剣 を 右手に 持ち、 

ゆんで 

左手に 翳す 「愛」 の 旗、 



千古の 水の 北上に 

心 を 洗 ひ …… 

と 此処まで 歌った 時 は、 恰度 職員室の 入口に 了輔の 

右の 足が 踏み込んだ 処 である。 歌 は 止んだ。 此数 分の 

間に 室内に 起った 光景 は、 自分 は 少しも 知らなん だ。 

自分 はた > 一 心に 歩んで くる 了 輔の目 を 見詰めて、 心 

では 一 緒に 歌って 居た ので ある。 —— 然も 心の 声の あ 

らん 限リ をし ぼ つ て。 

不図 気がつく と、 世界 滅尽 の大 活劇が 一秒の 後に 迫 

つて 来た かと 見えた。 校長の 顔 は 盛んな 山火事 だ。 そ 

して 目に 見える 程 ブル/ \ と 雲へ て 居る。 古山 は 既に 



椅子から 突立って、 飢饉に 逢った 仁王 様の 様に、 拳 を 

握って 矢 張 震へ て 居る。 青い 太い 静脈が 顔 一杯に 脹れ 

出して 居る。 

栄 さん は 了輔の 耳に 口 を 寄せて、 何 か 囁いて 居る。 

了 輔は目 を 象の鼻 穴 程に 睜 つて 熱心に 聞いて 居る。 ど 

ちかと 云へば 性 来 太い 方の 声な ので、 返事 をす るの が 

自分に も 聞え る。 

『 …… ナニ、 此歌を 9 …… ゥム …… 勝った か、 ゥム、 

然 うさ、 然ぅ とも、 見たかった ナ …… 飲まない つて、 

酒をヮ …… 然し 赤い な、 赤 鰻 ッ。』 

最後の 声が 稍々 高かった。 古山 は 激した 声で、 



『 ••：： 何 云った つて、 乞食 は 矢ッ張 乞食 だんべ い。 ムマ 

も 云 ふ 通り、 学校 は ハァ、 乞食な どの 来る 所でね ェだ 

よ。 校長 さァが 1! 日 も 云 ふとる だ、 癖が つくだで 乞食 

が 来たら 何ね ェな 奴で も 追 払って しまへ ッて。 さっさ 

と 行かつ しゃれ、 お 互に 無駄な 暇取る だァ よ。』 と 小 使 

の 声。 

凛と した 張の ある 若い 男の 声が 答へ る。 『それ ァ僕 

は 乞食に は 乞食 だ、 が、 普通の 乞食と は少々 格が 違 ふ。 

ナニ、 強請 だんべ ぃッ て？ ヨシく、 何でも 可い か 

ら、 兎に角 其 手紙 を 新田と いふ 人に 見せて くれ。 居る 

ッて今 云った ぢ やない か。 新田 白 牛と いふ 人 だ。』 



ハ テナ、 と 自分 は 思 ふ。 小 使が また 云 ふ。 

『新田 耕 助 先生ち ふ 若け ェ 人なら 居る だが、 はくぎ う 

を か 

なんて 可笑しな 奴ァ 一人 だって 居ね ェ だよ。 耕 助 先生 

にァ 乞食に 親類 も あんめ ェ。 間違 ェ だよ。 コ レア 人 違 

ェ だんべ ェ。 之ェ 返します だよ。』 

『困った 人 だね、 僕 は 君に は 些とも 用 はな いんだ。 新 

田と いふ 人に 逢 ひさへ すれば li。 たゾ 新田 君に 逢へば 

満足 だ、 本望 だ。 解った か、 君。 …… お 願 ひだから 其 

手紙 を、 ね、 頼む。 …… これで も 不可と いふなら、 僕 

は 自分で 上って 行って、 尋 ぬる 人に 逢 ふ 迄 サ。』 

自分 は此 時、 立って 行って 見ようかと 思った。 が、 



も此 学校に 居る だァ に、 まだ 乞食から 手紙 見せられた 

先生なん ざァー 人 だって 無ェ だよ。』 

自分の 心 は 今一 種 奇妙な 感じに 捉 へられた。 周囲 を 

見る と、 校長 も 古山 も 何時の間にか 腰 を 掛けて 居る。 

マダム 馬鈴薯 はま だ 不動の 姿勢 を 取って 居る。 女 教師 

ももとの 通り。 そして 四 人の 目 は 皆、 何物 を か 期待す 

る 様に 自分に 注がれて 居る。 其 昔、 大理石で 畳んだ 壮 

麗 なる 演戯 場の 桟敷から 罪な き 赤手の 奴隸 —— 完 たき 

『無力』 の 選手 —— が、 暴力の 権化なる 巨獣、 換言 すれ 

ラ^ 才ン 

ば 獅子と 呼ばれた る 神権の 帝王に 対して、 如何程の 抵 

抗を 試み 得る もの かと 興 ある 事に 眺め 下した 人々 の 



めっき 

目 付、 その 目 付も斯 くやあった らうと、 心の中に 想 は 

るる。 

おひとよし 

村で も 「仏様」 と 仇名 せらる る 好人物の 小 使 —— 忠 

太と 名 を 呼べば、 雨の 日 も 風の 日 も、 『アイ』 と 返事 を 

する が、 厚い 唇に 何 か ブッ/ \眩 やき 乍ら、 職員 

室に 這 入って 来た。 

『これ 先生 さァに 見せて 呉れ 云 ふ 乞食が 来て ます だ。 

ハイ。』 

と、 変な 目 をして ォヅく 自分 を 見 乍ら、 一 通の 封書 

を 卓子に 置く。 そして、 玄関の 方角に 指さし 乍ら、 左 

の 目 を 閉ぢ、 口 を 歪め、 ヒョッ トコの 真似 をして 見せ 



て、 

わし 

『変な 奴で がす。 お気を付けさつ しゃい。 俺、 様々 断 

つて 見ました が、 どうしても 聴かね ェ だ。』 

と 小言で 囁く。 

黙って 封書 を 手に 取り上げた。 表に は、 勢の よい 筆 

しめ 

太の ズが 殆んど 全体に 書かれて、 下に 見覚えの ある 乱 

はちのへ 

暴な 字体で、 薄墨の あやなく にじんだ 『八 戸 ニテ、 朱 

雲』 の 六 字。 日附 はない。 『ああ、 朱 雲から だ！』 と自 

分 は 思 はず 声 を 出す。 裏 を 返せば、 『岩手県 岩 手 郡 S 

まづ 

—— 村 尋常 高等 小学校 内、 新田 白 牛 様』 と 先 以て 真面 

目な 行書で ある。 自分 は 或 事 を 思 ひ 出した、 が、 兎 も 



角 もと 急いで 封 を 切る。 すべての 人の 視線 は 自分の 痩 

せた 指先の、 何 か は 知れぬ 震 ひに 注がれて 居る ので あ 

らう。 不意に 打 出した 胸 太鼓、 若き 生命の 轟き は電の 

如く 全身の 血に 波動 を 送る。 震 ふ 指先で 引き出し たの 

は 一枚の 半紙、 字が 大きい ので、 文句 は 無論 極めて 短 

ゝヽ o 

力 レ 

爾後 犬に 疎遠、 失敬、 

これ 丈け で 二 行に 書いて ある。 

石 本 俊吉此 手紙 を 持って行く。 君 は 出来る 丈け の 

助力 を此 人物に 与 ふべ し。 小生 生れて 初めて 紹介 

状なる 物 を 書いた。 



六月 一 一十 五日 

天 野 朱 雲 拝 

新田 耕 サン 

そして、 上部の 余白へ 横に 

(独眼 竜 ダョ。 ) と 一 句。 

世に も 無作法 極まる 乱暴な 手紙と 云つ ぱ、 蓋し 斯く 

の 如き もの の 謂で あら う。 然も 之 は 普通の 消息 ではな 

い。 人が、 自己の 信用の 範囲に 於て、 或る 一人 を、 他 

の 未知の 一 人に 握手せ しむる 際の、 謂 はば、 神前の 祭 

壇に 読み 上ぐべき 或る 神聖なる 儀式の 告文、 と 云った 



様な 紹介状で はない か。 若し 斯 くの 如き 紹介状 を享く 

る 人が、 温厚 篤実に して 万 中庸 を 尚ぶ 世上の 士君子、 

例へば 我が 校長 田 島 氏の 如きで あったら、 恐らく 見 も 

せぬ うちから 玄関に 立つ 人 を 前門の 虎と 心得て、 いざ 

狼の 立塞がぬ 間にと、 草履 片足で 裏門から 逃げ出さぬ 

とも 限らない。 然も 此ー 封が、 嘗て この S —— 村に 

呱々 の 声 を 挙げ、 この 学校 —— 尤も 其 頃 は 校舎 も 今の 

半分し か 無く、 教師 も 唯の 一 人、 無論 高等科 設置 以前 

の 見すぼらしい 単級 学校で はあった が、 —— で、 矢 張 

り 穏健で 中正で 無愛想 で、 規則と 順序と 年末の 賞与 金 

と 文部省と 妻 君と を、 此上 なく 尊敬す る 一 教育者の 手 



から、 聖代の 初等教育 を 授けられた 日本国民の 一 人、 

当年 一 一十 七 歳の 天 野犬 助が 書いた の だと 知ったならば、 

抑々 何の 辞 を 以て 其 驚愕の 意 を 発表す るで あらう か。 

実際 これで は 紹介状 ドコ 口の 話で はない。 命令 だ、 し 

かも 随分 乱暴な 命令 だ、 見ず知らずの 独眼 竜に 出来る 

限りの 助力 をせ よと いふの だもの。 然し 乍ら、 この 驚 

くべき 一 文 を 胸 轟かせて 読み終った 自分 は、 決して 左 

様 は 感じなん だ。 敢て問 ふ、 世上 滔々 たる 浮華 虚礼の 

影が、 此 手紙の 何の 隅に 微塵たり とも 隠れて 居る か。 

((一 金三両 也。 馬 代。 くす かくさぬ か、 これ ど うぢ や。 

くす とい ふなら それでよ し、 くさぬ につけて はた、 V お 



かぬ。 うぬが うでに は 骨が ある。)) とい ふ、 昔 さる 

自然 生の 三吉が 書いた 馬 代 請求の 付 状が、 果して 大 

儒 新 井 白 石の 言の 如く 千古の 名文であるなら ば、 簡に 

し て よく 其 要 を 得た 我が 畏友 朱 雲の 紹介状 も 亦、 正 に 

千古の 名文と 謂つべし である。 のみならず、 斯 くの 如 

き 手紙 を 平気で 書き、 又 平気で 読む とい ふ 彼我 二人の 

間 は、 真に 同心 一体、 肝胆 相 照す とい ふ 趣きの 交情で 

なくて はならぬ。 一 切の 枝葉 を 掃 ひ、 一 切の 被服 を 脱 

ぎ、 六尺 似 神の 赤裸々 を 提げて、 平然として 目 ざす 城 

門に 肉薄す るの が 乃ち 此 手紙で ある。 此 平然たる 所に 

は、 実に 乾坤に 充満す る 無限の 信用と 友情と が 溢れて 



とも 云へ ぬ 厭な 声で ある。 舌が 無い かと 思 はれた マダ 

ム 馬鈴薯 の、 突然 噴火した 第一声の 物凄 さ。 

どんぐりまなこ 

小使忠 太の 団栗眼 は クルく/ \ と 三 廻転した。 

度 を 失って まだ 動かない。 そこで 一 つ 威嚇の 必要が あ 

る。 

『お通し 申せ。』 

と 自分 は 一 喝を喰 はした。 忠 太はァ タフタと 出て 行つ 

すぐ また 

た、 が、 早速と 復 引き返して 来た。 後に は 一 人物が 随 

つて 居る。 多分 既に 草鞋 を 解いて、 玄関に 上って 居た 

つたので あらう。 

『新田さん、 貴君 は それで 可ので すか。 よ、 新田さん、 



貴君 一人の 学校ではありません よ。 人ッ、 代用の クセ 

に 何 だと 思って る だら う。 マァ 御覧なさい。 アンナ 

奴。』 

馬 鈴薯が 頻りに わめく。 自分 は 振 向き もしない。 そ 

して、 今し も忠 太の 背から 現 はれむ とする、 「アンナ 奴」 

こんしん 

と 呼ばれた る 音吐 朗々 の ナポレオンに、 渾身の 注意 を 

向けた。 朱 雲の 手紙に 「独眼 竜 ダョ」 と 頭註が ついて 

あつたが、 自分 はた y 単に、 ヲ ー トル 口 — の 大戦で 誤 

つて 一眼 を 失った の だら う 位に 考 へて、 敢て其 為め に 

千古の 真 骨 頭 ナポレオン • ボナ バルトの 颯爽た る 威風 

が、 一毫たり とも 損せられ たものと は 信じなん だので 



然し ダメ である。 ヲ ー トル 口 ー の 大戦に 誤って 流弾の 

為め に 一 眼 を 失 ひ、 却って 一 段 秋霜烈日の 厳 を 加へ た 

害の ナポレオン. ボナ バルト は、 既に 長し なへ に 新田 

耕 助の 仰ぎ見るべからざる ものと なった ので ある。 自 

分の 大く睜 つた 目 は 今、 数秒の 前 千古の 英傑の 立ち 止 

つたと 思 ふた 其 同じ 処に、 悄然と して 塵 塚の 痩 犬の 如 

き 一人物の 立って 居る の を 見つめて 居る の だ。 実に 天 

下の 奇蹟で ある。 いかなる 英傑で も 死んだ 跡に は唯骸 

骨 を 残す のみ だとい ふ。 シテ 見れば、 今 自分の 前に 立 

つて 居る の は、 或は ナポレオンの 骸骨で あるか も 知れ 

ない。 



よしや 骸骨で あるに しても、 これ は 又 サテ/ ^見す 

ぼらし い 骸骨で ある 哩。 身長 五 尺の 上 を 出る 事 正に 零 

寸零 分、 埃と 垢で 縞 目 も 見えぬ 木綿の 袷 を 着て、 帯に 

して 居る の は 巾 狭き 牛皮の 胴締、 裾から は 白い 小 倉の 

ズボン 

洋 袴の 太いの が 七 八寸も 出て 居る。 足袋 は 無論 穿いて 

居ない。 髪 は ニ寸も 延びて、 さながら 丹 波 栗の 毬を 

ぬかり みち 

泥濘 路に ころがし たやう。 目 は？ 成程 独眼 竜 だ。 然 

しヲ— トル 口 ー で 失った ので は 無論ない。 恐らく 

うまれつき 

生来で あらう、 左の 方が 前世に 死んだ 時の 儘で 堅く 

眠って 居る。 右 だって 完全な 目で はない。 何だか 普通 

の 人と は 黒 玉の 置き所が 少々 違って 居る やう だ。 鼻 は 



た 顔、 これら は 無論 其 「悄然」 の 条件の 一 項 一 項に は 

相違ない が、 た > 之れ 丈け ならば、 必ずしも 世に 類の 

ないでも ない、 実際 自分 も 少なからず 遭遇した 事 も あ 

る。 が、 斯く迄 極度に 悄然と した 風采 は、 二十 一年 今 

初めてで ある。 無理な 語で は あるが、 若し 然云ふ をう 

ベ くんば、 彼 は 唯 一箇の 不調和な 形 を 具へ た 肉の 断片 

である、 別に 何の 事 はない 肉の 断片に 過ぎぬ、 が、 其 

めぐ アト モス フエ— ャ 

断片 を遶る 不可 見の 大 気 が 極度の 「悄然」 である 

ので あらう。 さう だ、 彼 自身 は 何処まで も 彼 自身で あ 

る。 唯 其 周囲の 大気が、 凝固した る 陰欝と 沈痛と 悲惨 

の 雲霧で あるの だ。 そして、 これ は 一時的で あるか も 



ない。 今 思 ひ 出す、 彼 は 嘗て 斯う 云 ふた 事が ある、 『監 

獄が 悪人の 巣 だと 考へ るの は、 大いに 間違って 居る よ、 

勿体ない 程 間違って 居る よ。 鬼で あるべき 害の 囚人 共 

が、 政府の 官吏と して 月給で 生き 剣 を ブラ 下げた 

我々 看守 を、 却って 鬼と 呼んで 居る。 其 害 だ、 真の 鬼 

が 人間の 作った 法律の 網な どに 懸る もの か。 囚人に は 

涙 も ある 血 も ある、 又よ く 物の 味 も 解って 居る、 実に 

立派な 戦士 だ、 た、 V 悲しい かな、 一 つも 武器と いふ も 

うま 

の を 持って 居ない。 世の中で 美い 酒 を 飲んで る 奴等 は、 

金と か 地位と か 皆 それぐ に 武器 を 持って 居る が、 そ 

いくさ 

れを、 その 武器 だけ を 持たなかった 許りに 戦が まけて、 



頭に 雲の 如く 湧いた。 

茲に 少しく 省略の 筆 を用ゐ る。 自分の 問に 対して、 

石 本 君が、 例の 音吐 朗々 たる ナポレオン 声 を 以て 詳し 

く 説明して 呉れた 一切 は、 大略 次の 如くであった。 

石 本 俊 吉は今 八 戸 (青森県 三 戸 郡) から 来た。 然し 

故郷 は ズット 南の 静岡県で ある。 土地で 中等の 生活 を 

して 居る 農家に 生れて、 兄が 一 人 妹が 一人あった。 妹 

は 俊吉に 似ぬ 天使の 様な 美貌 を 持って 居た が、 其 美貌 

祟り をな して、 三年 以前、 十七 歳の 花 盛の 中に 悲惨な 

最後 を 遂げた。 公吏の 職に さへ あった 或る 男の、 野獣 

どんらん 

の 如き 貪婪が 、 罪な き 少女の 胸に 九寸五分の 冷 鉄 を 突 



つたで せう が、 線香 を 忘れて 居た のに 気が 付き ま し て 、 

買 ひに 出掛けました。 寝て 了った 店 を やう/^ 叩き起 

して、 買 ふに は 買 ひました が、 困ったです、 雨が 篠を 

つく 様です し、 矢 張 風呂敷 を 被って 行った ものです か 

ら、 其 時 はもう ピショ 濡れに なって 居ます。 どうして 

此 線香 を 濡らさずに 持 つ て 帰らう かと 思 つ て、 薬種 屋 

の 軒下に 暫 らく 立って 考 へました が、 店の 戸 は 直ぐ 閉 

るし、 後 は 急に 真暗に なって、 何にも 見えません。 雨 

はもう、 轟々 ッと 鳴って 酷い 降り 様なん です。 望の 綱 

がスッ カリ 切れて 了った 様な 気がして、 僕 は 生れて か 

このと き 

ら、 随分 心細く 許り 募して 来ました が、 然し 此 時の 位、 



何も彼も なくた V 無暗に もう 死にた くな つて、 呼吸 も 

つかずに 目 を 瞑る 程 心細い と 思った 事はありません。 

斯んな 時 は 涙 も 出な い です よ。 

『それから、 其処に 立って 居た のが、 如何程の 時間 か 

自分で は 知りません が、 気が付いた 時 は 雨が スッ カリ 

止んで、 何だか 少し 足 もとが 明るい のです。 見る と 東 

の 空が ボ— ッと 赤くな つて 居ました つけ。 夜が 明ける 

ん です ネ。 多分 此 時まで 失神して 居た のでせ うが、 よ 

くも 倒れずに 立って 居た ものと 不思議に 思 ひました。 

線香です か？ 線香 はシッ カリ 握って 居ました、 堅く。 

しかし 濡れて 用に 立た なくな つ て 居る のです。 



『また 買 はう と 思つ たんです が、 濡れて ピショ /\ の 

抉に 一 銭 五 厘し か 残って 居な いんです。 一把 二 銭で し 

たが …… 。 本 を 売った 三十 銭の 内、 国へ 手紙 を 出さう 

と 思って、 紙と 状袋と 切手 を 一枚 買 ひました し、 花 は 

くやし 

五 銭で ドッ サリ、 黒 玉 も、 た、 V もう 父に 死なれた ロ惜 

まぎれに、 今 思へば 無考な 話です けれども、 十五 銭 程 

買った のです もの。 仕方がな いから、 それなり 帰って 

来て、 其 時 は 余程 障子 も 白んで 居ました が、 復此 手紙 

を 読みました。 所が、 可成 早く 国に 帰って 呉れと いふ 

事が、 繰り返しく 書いて あるんで す。 昨夜 は チッと 

も 気がつかなかったです が、 無論 読 ん だに は 読 ん だ 害 



なんで、 多分 「父が 死んだ」 とい ふ、 た V それ 丈け で 

せゐ 

頭が 一杯だった 故で せう。 成程、 父と 同年で 矢 張 五十 

九になる 母が 唯一 人 残ったの です もの、 どう 考 へたつ 

て 帰らな くち やならない、 且つ 自分で も 羽が あったら 

飛んで 行きたい 程 一刻も早く 帰り 度 いんです。 然し 金 

わら ぢ 

がない、 一 銭 五 厘し か 無い、 草鞋 一足 だって 二 銭 は 取 

られ まさ ァね。 新聞社の 方 も 菓子屋の 方 も、 実は 何日 

でも 月初めに 前借して るんで 駄目 だし、 それに 今月分 

へや ちん みんな 

の室賃 はま だ 払って 居ない の だから、 財産 を 皆 売つ 

た 所で 五 銭 か 十 銭し か、 残り さう も 無い。 財産と 云つ 

たもの の、 蒲団 一枚に 古 机 一 つ、 本 は 漢文に 読本に 



がさせ たんです ネ。 それで マァ 決心した 以上 は 一刻の 

猶予 もな りません し、 国へ は 直ぐ さう 云って 手紙 を 出 

しました。 それから、 九 時に 学校へ 行って、 退校 願 を 

出したり、 友人へ 告別した りして。 尤も 告別す る 様な 

友人 は 二人し かありませんで したが、 …… 処が 校長の 

云 ふに は、 「君 は糙か 苦学して 居る 害だった が、 国へ 帰 

るに 旅費な ど は あるの かナ ごと、 斯うい ふんです。 僕 

は、 乞食して 行く 積り だって、 さう 答へ た処 が、 「ソン 

ナ 無謀な 破廉恥な 事 はせん 方が ii だら うご と 云 ひま 

した。 それで はどうしたら 可で せう と 問 ひます と、 「マ 

ァ 能く 考 へて 見て、 何とかしたら 可ぢ やない かご と 抜 



平常から 鈍い 方の 頭が 昨夜の 故で スッ カリ 労れ 切って 

おや ぢ 

ボン ャリ して、 「老父が 死んで、 これから 乞食 をして 国 

へ 帰る の だ」 とい ふ 事 だけが、 漠然と 頭に 残って るん 

です。 此 漠然として 目的 も 手段 も 何もない 処が、 無性 

に 悲し いんで、 た、 V もう 声 を 揚げて 泣きた くなる けれ 

ども、 声 も 出ねば 涙 も 出ない。 何の 事な しにた、 V 辛く 

て 心細 いんです ネ。 今朝 飯 を 喰はなかった ので、 空腹 

では あるし、 国の 事が 気になる し、 昨夜の 黒 玉 をつ か 

ん で 無暗 に頰 ばって 見たん です。 

『それから 愈々 出掛け たんです が、 一 時 頃でした らう、 

うち 

天 野 君の 家へ 這 入った の は。 天 野 君 も 以前 は 大抵 夜分 



と 談合った 通り、 現 時の 社会で 何物 かよく 破壊の 斧に 

値せ ざらん や だ。 全然 破壊す る 外に、 改良の 余地 もな 

い 今の 社会 だ。 建設の 大業 は 後に 来る 天才に 譲って、 

我々 は先づ 根柢まで 破壊の 斧 を 下さなくて は 不可。 然 

しこの 戦 ひ は 決して 容易な 戦 ひで はない。 容易で ない 

から 一倍 元気が 要る。 元気 を 落すな。 君が 赤裸々 で 乞 

食 をして 郷国へ 帰る とい ふの は、 無論 遺憾な 事 だ、 然 

し 外に 仕方が無 いの だから、 僕 も 賛成す る。 尤も 僕が 

一文無しで なかったら、 君の 様な 身体の 弱い 男に 乞食 

なん ぞ させ はしない。 然し 君 も 知っての 通りの 僕 だ。 

た、 V、 何日 か 君に 話した 新田 君へ 手紙 を やる から、 新 



田に は 是非 逢って 行き 給へ。 何とか 心配 もして 呉れる 

だら うから。 僕に はァノ 男と 君の 外に 友人と いふ もの 

な あ 

は 一 人 も 無 いんだから 喃ご と 云って、 先刻 差 上げた 手 

さ ま irj ま 

紙 を 書いて くれたん です。 それから 種々 話して 居たん 

です が、 暫 らくして から、 「どう だ、 一 週間 許り 待って 

呉れるなら 汽車賃 位 出来る 道が あるが、 待つ か 待たぬ 

かご と 云 ふんです。 如何してと 聞く と、 「ナ— 二 僕の 

財産 一 切 を 売る のサご と 云 ひます から、 ソン ナラ君 は 

何う す るんで すか ッて問 ふと、 暫し 沈吟して ましたつ 

けが、 「僕 は 遠い 処へ 行かう と 思って る ご と 答へ るん 

です。 何処へ と 聞いても 唯 遠い 処と 許りで、 別に 話し 



て 呉れませんで したが、 天 野 君の 事ッ てす から、 何で 

また 

も 復何か 痛快な 計画が ある だら うと 思 ひます。 考へ込 

んで 居た の も 其 問題なん でせ うね。 屹度 大計 画です よ、 

ァノ考 へ 様で 察する と。』 

『さう です か。 天 野 はまた 何処かへ 行く と 云って まし 

たか。 ァノ男 も 常に 人生の 裏路 許り 走って 居る 男 だが、 

甚麼 計画 をして るの かネ —。』 

『無論 それ は 僕なん ぞに 解ら な いんです。 ァノ 人の 言 

ふ 事 行る 事、 皆 僕 等 凡人の 意想外で すから ネ。 然し 僕 

は モウ 頭ッ から 敬服して ます。 天 野 君 は 確かに 天才で 

す。 豪い 人です よ。 今せ K だって 左康 でせ う、 自身が 遠 



は 背 を 向けて 孜々 と 握 るんで す。 僕 は タマラ ナク 成つ 

て 大声 を 揚げて 泣きました。 泣き 乍ら 手 を 合せて 後 姿 

を 拝み ましたよ。 天 野 君 は 確かに 豪いです。 ァノ 人の 

位 豪い 人 は 決してありません。 …… (石 本 は 眼 を瞑ぢ 

て 涙 を 流す。 自分 も 熱い 涙の 溢る る を 禁じ 得なん だ。 

女 教師の 啜り 上げる のが 聞え た。) それから、 また 坐つ 

て、 「これで 愈々 お別れ だ。 石 本 君、 生別 又 兼 死別 時、 

いんぎん ご 

僕 は 慇憝に 袖 を 引いて 再 逢の 期 を 問 ひ はせん。 君も敢 

てまた その 事 を 云 ひ 給 ふな。 た、 V 別れる の だ。 別れて 

君 は 郷国へ 帰り、 僕 は 遠い 処へ 行く まで だ。 行 先 は 死、 

然らずんば 戦闘。 戦って 生きる の だ。 死ぬ の は …… お、 
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